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８月29日(木)東京都文京区｢文京シビックホール

大ホール｣にて、約1,000名の観客を集め盛大に第４

回大学太鼓フェスティバルを開催いたしました。

この大学太鼓フェスティバルは、18歳以下を対象

とした日本太鼓ジュニアコンクールが盛んになる一

方、大学進学後の太鼓活動の場が限られていること

から高校卒業以降の活動を支援するため開催してお

ります。当財団主催、関東地区の大学生が中心となっ

て設立した大学太鼓フェスティバル実行委員会が共

催となり、日本財団の助成事業として実施いたしま

した。

公演は、主催者を代表して当財団の塩見和子理事

長、共催者の三嶋祥大実行委員長の挨拶の後、演奏

が始まりました。関東圏及び京都府、兵庫県、大分

県からの15団体に加え、ゲスト４団体に特別演奏を

披露していただきました。

フィナーレには、各大学より総勢40名による音間

大誠前実行委員長作曲｢導き｣が演奏され、その迫

力にお客様から大きな拍手が送られました。

どの大学チームも個性が感じられ、お客様からは

｢大学生の溌剌とした若さあふれる演奏に元気をも

らった｣との嬉しい声をいただきました。

第４回大学太鼓フェスティバル
～東京都文京区で開催～

(大学合同チーム)(初出演:和太鼓サークル樂華･東京)

次回
第５回大学太鼓フェスティバル
2020年８月28日(金)東京都文京区

｢文京シビックホール大ホール｣で開催！

＜出演団体一覧＞(出演順19団体)　☆は初出演

　１.武蔵野大学和太鼓隼(東京)

　２.西武文理大学和太鼓クラブ鼓月(埼玉)

　３.京都造形芸術大学和太鼓悳(京都)

　４.東京農業大学和太鼓同好会山響鼓(神奈川)

　５.洗足学園音楽大学和太鼓部｢鼓弾｣(神奈川)

　６.立教大学合唱団アヒル会(東京)

　７.文教大学和太鼓部楓(神奈川)

　８.神田外語大学和太鼓サークル神樂(千葉)

　９.東京理科大学和太鼓サークル樹(千葉)

☆10.和太鼓サークル樂華(東京)

　11.田中孝記念立教大学コミュニティ福祉学部

　　 和太鼓プロジェクト絆の会(埼玉)

　12.日本体育大学伝統芸能

　　 ･和太鼓同好会和桜(東京)

　13.中央大学和太鼓サークル鼓央(東京)

　14.流通科学大学和太鼓部(兵庫)

　15.立命館アジア太平洋大学和太鼓“楽”(大分)

ゲスト団体

　16.和太鼓たぎり(福岡)

　17.太鼓集団天邪鬼(東京)

　18.御諏訪太鼓保存会(長野)

　19.豊の国ゆふいん源流太鼓(大分)



2

大学太鼓フェスティバルを終えて 大学太鼓フェスティバル実行委員会実行委員長　三嶋　祥大
この度は第４回大学太鼓フェスティバルが無事開催できましたことを、心より感謝申し上げます。

ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。

今回のフェスティバルでは過去最多の15団体の大学生団体に出演していただくことができ、毎年イベントが

大きくなってきていると実感しております。そして文京シビックホールの大ホールという会場、200名を超える

出演者と、大学太鼓界の夏の一大イベントとして着々と根付いてきたのではないかとうれしく思います。

大学生同士の横の繋がりが中々少ない現状で、｢大学太鼓フェスティバル｣は大学生の繋がりの場としても、

とても貴重なイベントとなっております。出演団体は増えましたが、クオリティの高い演奏をお客様にお届け

できたと感じています。このイベントでお互いの演奏を見聴きして刺激を受け、是非今後の稽古の励みになる

ような場にしていきたいと考えております。

来年はオリンピックが控えており、現在日本で行われているラグビー

Ｗ杯の開会式でも太鼓の演出があったりと、今後も世界から日本太鼓

などの日本文化に注目が集まると思います。その中で私たち若い世代

が太鼓の魅力を発信していくことが非常に重要になってくるのではな

いかと考えております。

｢大学太鼓フェスティバル｣がさらに魅力のあるイベントに発展して

いきますように、日本各地より沢山の大学太鼓団体にご参加いただけ

るよう、私たち実行委員も気を引き締めて尽力して参ります。

＊大学太鼓フェスティバル実行委員会　三嶋祥大実行委員長よりご寄稿いただきました。

10月６日(日)岡山県倉敷市｢倉敷市玉島文化セン

ター ｣にて第21回日本太鼓全国障害者大会を開催い

たしました。当初は、倉敷市｢マービーふれあいセン

ター｣において実施の予定でした。しかし、昨年の｢平

成30年７月豪雨｣により会場が浸水被害にあったため、

利用ができなくなりましたが、岡山県支部のご尽力に

より、会場を変更して実施することができました。

この大会は日本財団の助成事業として行われ、

当財団主催、社会福祉法人富岳会共催、日本太鼓財

団岡山県支部主管のもと、厚生労働省、文化庁、

岡山県、倉敷市などの後援をいただき実施いたしました。

日本太鼓は、障害者の療育に効用があると言われ

ており、社会福祉法人富岳会(山内令子会長)は、40

年以上前から補助セラピーや自己表現の手段として

取り入れてこられました。この大会は、1998年静岡県

御殿場市にて、富岳会主催｢第１回全国障害者太鼓演

奏会｣から始まり、｢より多くの団体に出演の機会を｣

との声を受け、翌1999年から当財団との共催で実施

しております。

日本太鼓に積極的に取り組んでいる15都府県の29

団体(出場者数334名)が知的･聴覚･視覚･身体等様々

な障害を持つ太鼓団体が一堂に会し、日頃の練習の

成果を力いっぱい披露しました。今回は、｢ラーフ太

鼓楽鼓舞｣(兵庫)、｢アゴラ太鼓｣(奈良)の２団体が

初めて参加しました。

各団体の演奏の合間には、出場者が太鼓との関わ

りについて体験発表し、約800名におよぶ観客から、

ひたむきな演奏と体験発表に惜しみない拍手が送ら

れました。お客様からは｢音を合わせて、仲間と一生

懸命演奏している姿に感動した｣と称賛をいただきま

した。

第21回日本太鼓全国障害者大会岡山県倉敷市で開催

(開会式･三嶋実行委員長挨拶)

＜出場団体一覧＞(出場順29団体)　☆は初出場

　１.富岳太鼓竜神組(静岡)

　２.甲州ろうあ太鼓(山梨)

　３.鼓友夢光組(富山)

　４.豊中ろう和太鼓クラブ｢鼓響｣(大阪)

　５.石川県立明和特別支援学校｢龍剣太鼓｣ＯＢ会(石川)

　６.甲斐乃和太鼓心響会(山梨)

　７.やまびこ太鼓(福島)

　８.縄樂座(千葉)

　９.神戸ろう太鼓集団鼓神(兵庫)

　10.金谷大井川川越し太鼓浜松チャレンジチーム(静岡)

　11.播州ろう龍姫太鼓集団鼓鼓呂(兵庫)

　12.ファミリーユニット童鼓(岐阜)

　13.与謝の海ぶちあわせ太鼓(京都)

　14.特定非営利活動法人はばたけ手をつなぐ育成会

｢はばたけ鼓心｣(兵庫)

　15.にこにこ青年講座風のひびき(静岡)

　16.社会福祉法人同朋福祉会あそかの園同朋太鼓(山口)

☆17.ラーフ太鼓楽鼓舞(兵庫)

　18.金谷大井川川越し太鼓チャレンジチーム(静岡)

　19.公益社団法人東京都聴覚障害者連盟事業部

大江戸助六流東京ろう者和太鼓倶楽部｢鼓友会｣(東京)

　20.神戸なかよし太鼓(兵庫)

　21.大分県糸口学園糸口太鼓(大分)

　22.ひとみ太鼓(兵庫)

　23.なごみ太鼓喜楽(静岡)

　24.京都和太鼓龍船昴(京都)

　25.恵那のまつり太鼓(岐阜)

☆26.アゴラ太鼓(奈良)

　27.伊豆医療福祉センターどんつく(静岡)

　28.清光会和太鼓韻(大阪)

　29.ＮＰＯ法人太鼓の楽校太鼓一家(徳島)
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ラーフ太鼓 楽鼓舞(兵庫)

皆さんこんにちは、私たちは、兵庫県姫路市からきました。ラー

フ太鼓｢楽鼓舞｣です。今日は、日本太鼓全国障害者大会に初めて

参加します。とても緊張しています。

この日のために、兵庫県の播州ろう龍姫太鼓集団鼓鼓呂のメン

バーに教えてもらいながら、メンバー全員２年かけて、音を１つに

まとめられるよう一生懸命練習してきました。｢楽しく！楽しく！

叩こう！｣ということで、楽鼓舞のオリジナル曲で｢楽楽｣を演奏

します。よろしくお願いします。

アゴラ太鼓(奈良)

ぼくは、小学生の時から太鼓をはじめて、25年になります。はじめは太鼓がなくて、タイヤをたたいて練

習していました。少しずつ買って、ふやしていき、今ではたくさんの太鼓がそろいました。ぼくは、土曜日

の太鼓のれんしゅうをいつもたのしみにしています。

しごとでつかれているときも、かぜをひいたときも、太鼓をたた

いていると、元気になります。レパートリーもふえて、むずかしい

リズムもたたけるようになりました。

今までは近くでえんそうすることが多かったのですが、このごろ

は少しずつ遠くへでかけることもふえてきました。

2017年には世界音楽りょうほう大会で茨城県つくば市まで行き、

外国の人たちにえんそうを聞いてもらいました。今年の７月は和歌

山へも行きました。

これから、世界中のたくさんの人に聞いてもらえるように、もっと

練習をして、じょうずになりたいです。

＊初出場団体に当日発表いただいた体験発表をご紹介いたします。

第21回日本太鼓全国障害者大会を終えて 日本太鼓財団岡山県支部支部長　山部　泰嗣

この度は｢第21回日本太鼓全国障害者大会｣が倉敷市玉島文化センターにおいて開催され、全国から29

団体(出場者数約300名)に参加いただき、盛会のうちに終えることができましたこと岡山県支部として厚

く御礼申し上げます。

昨年の｢平成30年７月豪雨｣で岡山県は甚大な被害を受けました。なかでも会員団体である｢吉備真備太

鼓｣は大きな被害を受け、練習場をはじめ、太鼓、衣装までもが水没してしまいました。生気を失ってい

たところ、全国から温かい励ましとご支援をいただき、おかげさま

で活動を再開することができました。

温かいご支援をいただきました皆様に心より感謝申し上げます。

今大会は、晴天に恵まれ、全国各地から大勢の皆様に参加いただ

きました。どの団体の演奏も、この日のために一生懸命練習してき

たことが見てとれました。また、当日は地域の皆様にもご来場いた

だいて、太鼓演奏を聴いていただくことができ、笑顔でお帰りにな

られました。このことは運営スタッフの皆様のスムーズな進行のお

かげと思っております。

最後になりますが、このような素晴らしい機会を作っていただき

ました日本太鼓財団及び、共催団体である富岳会の皆様、岡山県、

倉敷市、各後援団体の方々に改めて心より厚く御礼申し上げます。

第34回国民文化祭･にいがた2019｢太鼓の祭典｣台風19号のため中止
　台風19号により亡くなられた方々にお悔やみ申し上げますとともに、被害を受けられた方々に心よりお見

舞い申し上げます。太鼓関係者では家屋への損傷等の被害はあったものの、人的被害はありませんでした。

　10月13日(日)に新潟県上越市で開催を予定していた｢第34回国民文化祭･にいがた2019 第19回全国障害

者芸術･文化祭にいがた大会『太鼓の祭典』｣は台風19号の影響のため、新潟県、上越市並びに大会関係者

と協議の結果、安全を考慮し、中止いたしました。出演関係並びに主管の新潟県支部、新潟県太鼓連盟、

上越市文化会館等の皆様にはご協力いただき、誠にありがとうございました。また、太鼓の祭典を楽しみに

お待ちくださいました皆様には残念な結果になりましたが、来年開催予定の第35回国民文化祭･みやざき

2020｢太鼓の祭典｣に奮ってご参加ください。

(初出場:ラーフ太鼓楽鼓舞･兵庫)

(初出場:アゴラ太鼓･奈良)

(開会式･山部支部長挨拶)

＊岡山県支部　山部泰嗣支部長よりご寄稿いただきました。



4

７月28日(日)ブラジル･サンパウロ州セーハネー
グラ市にて開催された｢第16回ブラジル太鼓選手権
大会(主催:ブラジル太鼓協会)｣視察のため、７月
23日(火)から31日(水)にかけて、当財団より塩
見理事長、印出部長を派遣、また審査委員としてア
ルゼンチンより３級公認指導員栄口カロリーナ氏を
派遣し実施に協力いたしました。

コンクールに先立ち、ブラジル太鼓協会の事務所
を訪れ、協会の役職員からブラジル太鼓界の現状に
ついての説明を受けました。

コンクールはサンパウロ州において約1,000名の
観客を集めて開催されました。ジュニア部門12団
体、ミリン(幼年)部門５団体、マスター (シニア)
部門２団体、リーブレ(年齢自由)部門９団体の合計
28団体に加え、大太鼓部門８名、特別演奏２団体

第16回ブラジル太鼓選手権大会開催

(｢ブラジリア光太鼓｣、前年度ジュニア部門優勝団
体｢清心太鼓｣)が参加し、盛大に行われました。

今大会にはＪＩＣＡ日系研修として今年１月から
３月まで公認指導員を目指してブラジルから日本を
訪れていた研修生も実施運営に協力しました。２級
公認指導員山本ブルーノ雄二氏と３級公認指導員中
村タチアナ茉莉氏が審査委員を務めました。

ジュニア部門では｢若葉太鼓｣(クリチーバ市)が
２度目の優勝を果たし、来年３月に愛知県名古屋市
で開催するジュニアコンクールに出場することが決
定しました。

ジュニア部門上位の結果は次の通りです。
　優　勝　若葉太鼓(クリチーバ市)
　準優勝　一心太鼓(ロンドリーナ市)
　第３位　前進太鼓(カスカベル市)

８月９日(金)から８月11日(日)アメリカ･オレ
ゴン州ポートランド市｢ポートランド州立大学｣に
て開催された｢北米太鼓カンファレンス(主催:Taiko 
Community Alliance)｣を、当財団から塩見理事長、
印出部長が視察しました。これは2020年11月東京
都渋谷区｢国立オリンピック記念青少年総合セン
ター ｣にて開催予定の｢ワールド太鼓カンファレン
ス-世界太鼓大会-｣実施に向けての準備のためです。

｢北米太鼓カンファレンス｣とは、世界中の太鼓
団体が一堂に集まる２年に１度のイベントです。今
回で11回目の開催となります。

初日は、アメリカ太鼓団体の代表者による団体設
立の経緯、太鼓によるコミュニティ形成等を話し合
う｢リーダーシップ･コミュニティフォーラム｣か
ら開始されました。参加型のフォーラムではありま
せんでしたが、参加者が積極的に意見を発言されて
いたのが、とても印象的でした。その後、開会式が
行われ、レセプションに続き、地元ポートランド市
の太鼓団体を含む10団体が出演する｢Taiko Ten コ
ンサート｣が開催されました。

２日目は、ワークショップ、セミナーが朝から開
催され、日本における太鼓文化、アメリカの移民等
についての講話や、八丈太鼓、秩父屋台囃子等の講
習が行われました。また、物販コーナーでは浅野太
鼓楽器店や宮本卯之助商店が一際にぎわいを見せて
いました。夕方からは、サンフランシスコ太鼓道場

北米太鼓カンファレンス開催

等４団体が出演する｢Taiko Jamコンサート｣が開催
され、当日券を含め全席完売という大盛況。演奏ご
とに観客全員によるスタンディングオベーションが
起きるほどの盛り上がりを見せました。

この盛況ぶりは１級公認指導員でもあるサンフラ
ンシスコ太鼓道場の田中誠一代表が50年前からア
メリカで日本太鼓の普及に尽力されたためです。

最終日は、前日同様にワークショップ、セミナー、
コンサートが開催され、最後は、参加者、講師、ス
タッフ等が集まり、閉会式が行われました。

来年開催予定の｢ワールド太鼓カンファレンス
-世界太鼓大会-｣は世界中の太鼓仲間との懇親を深
める機会です。皆様のご参加お待ちしております。

(左:セーハネーグラ市長、右:ブラジル太鼓協会会長) (ジュニア部門優勝団体:若葉太鼓)

(中央:サンフランシスコ太鼓道場田中代表との記念写真)
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＜第66回日本太鼓全国講習会(岐阜)＞

　９月21･22日(土日)岐阜県支部主管で全国講習会を岐阜県高山市｢飛騨･世界生活文化センター｣にて実施

いたしました。地元岐阜県をはじめ、15都府県から108名が受講しました。開会式では、塩見和子理事長、

中日本太鼓連合古屋邦夫会長、岐阜県支部和田正人支部長、来賓として高山市の西倉良介副市長からそれ

ぞれ励ましと歓迎の挨拶がありました。岐阜県高山市での開催は今回が初めてとなり、空気の澄み渡った

良い環境で、受講生たちは皆熱心に講習を受けていました。

○総合指導　　　古屋　邦夫

○基本講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　○専門講座

　３級基本講座　安江　信寿　　　　　　　　　　　ゆふいん源流太鼓講座(複式複打法)　長谷川　義

　４級基本講座　髙島　奈々　　　　　　　　　　　八丈太鼓講座(単式複打法)　　　　　菊池　　修

　５級基本講座　松枝　明美　　　　　　　　　　　締太鼓講座(単式単打法)　　　　　　山部　泰嗣

○講話｢未来に伝えたい太鼓の木と皮の話｣

　浅野　昭利

◇技術認定員検定の結果は次のとおりです。

　１級検定　４名受験　４名合格(１名認定)

　２級検定　16名受験　16名合格(７名認定)

　３級検定　８名受験　８名合格･認定

　４級検定　25名受験　25名合格･認定

　５級検定　23名受験　23名合格･認定
(５級基本講座)

＜第87回日本太鼓支部講習会(北海道道西)＞

　９月28･29日(土日)北海道道西支部主催で｢幌向総合コミュニティセンターほっとかん｣にて行われた支部

講習会は地元北海道を中心に30名が参加しました。開会式では日本太鼓財団北海道連合会太田義高会長、

北海道道西支部秦野智徳支部長、当財団大澤和彦常務理事からそれぞれ歓迎と励ましの挨拶があり、２日

間の講習会が始まりました。爽やかな秋晴れの中、受講生は２日間一生懸命受講していました。

○総合指導　　　古屋　邦夫

○基本講座

　３級基本講座　橋本　光司

　４級基本講座　今池　　薫

◇技術認定員検定の結果は次のとおりです。

　３級検定　10名受験　10名合格･認定

　４級検定　15名受験　15名合格･認定

(４級基本講座)

みのわ太鼓保存会40周年記念公演

　８月31日(土)長野県箕輪町｢箕輪町文化センター｣に

おいて｢第22回日本の太鼓inみのわ みのわ太鼓保存会

40周年記念公演｣が開催されました。

　みのわ太鼓保存会(長野)は地元箕輪町に根差した太

鼓団体で、1998年長野冬季オリンピックでは閉会式で

の合同演奏にも参加しました。当日は倉敷天領太鼓の

山部泰嗣代表(岡山)も演奏に駆けつけ記念公演を盛り

上げました。40周年おめでとうございます。今後のさ

らなるご活躍を期待しております。
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芸道五十周年にあたって 太鼓集団天邪鬼代表　渡辺　洋一

10才の時に初めて桴を握り、盆踊りの櫓に登って太鼓を打ち鳴らしました。以来ただただ太鼓が好き、

太鼓の響きが好きとの一心でこの道を進んで参りました。あれから早50年。好きで選んだ道を50年ひとす

じに生きてこられたことを日々感謝しております。 

本年９月14日･15日と、芸道50周年を記念しての公演を開催し、塩見理事長ご夫妻をはじめとして日本太

鼓財団関八州太鼓連合並びに、東京都支部･東北太鼓連合の皆様にご臨席いただき、たくさんのお祝いのお

言葉を頂戴致しました。この記念公演は私にとりまして生涯忘れることのできない公演になりました。

今年の始めに１ヶ月の入院を余儀なくされました経緯があり、そんな中でかれこれ10年ぶりほどになる

大太鼓一本打ちを披露できましたことは、まさに還暦からの挑戦でした。同時に、この度の公演では｢新し

い風｣というタイトルで構成･演出し、ゲストに関八州太鼓連合から３団体、東京都支部から３団体、そし

てプロとして活躍している和太鼓大元組、和太鼓暁の２団体を加え、天邪

鬼としては今までにない大所帯での公演に挑んでみました。第２部では、

新曲の合同組曲｢祭りでワッショイ！｣と、フィナーレは合同曲｢襷｣を全

チームの選抜した者たちと観客の皆さまと一体になり、賑やかに締めくく

る事ができました。この公演を成し得たのも、(公財)日本太鼓財団という

組織があり、関八州及び東京都支部の会長として｢ひとつの音を以て和を成

す｣との信条、その思いが皆さんとの共演の標となったと痛感しております。

改めまして渡辺洋一芸道五十周年記念公演にご来場下さった皆さまに、

また携わって頂いたすべての皆さまに最大の感謝と御礼を申し上げます。

これからの私は、この50年間で会得した物全てを、次世代の太鼓界を担う

人達の為に参考にしてもらえるよう尽力をして参りたいと思っております。

＊９月14･15日(土日)渡辺洋一芸道五十周年記念公演｢新しい風｣が開催され、

　太鼓集団天邪鬼　渡辺洋一代表よりご寄稿いただきました。

秋田･第８回ボートピア河辺もりっと収穫祭｢太鼓祭り｣

　５月26日(日)秋田県秋田市｢ボートピア河辺｣にて開催された

｢第８回ボートピア河辺もりっと収穫祭｣にて、秋田県支部が祭り

の盛り上げ役として太鼓演奏を披露しました。当日は天候に恵まれ、

野外ステージの上で、ジュニアチームの演奏や大人数での合同演

奏など迫力のある演奏に多くのお客様に喜んでいただけました。

東京･虎ノ門一丁目琴平町の夏祭り

　８月９日(金)当財団ビルの町内会である｢虎ノ門一丁目琴平町

会｣の夏祭りが開催され、邦楽アカデミー和太鼓大元組ジュニア

(東京)と、日本財団関連団体関係者で構成された和太鼓水心会

(東京)には当財団職員髙戸も出演し、演奏を披露しました。

　オフィスビル街での夏祭りの太鼓演奏に、家路に向かう人々も

足を止め、夏の暑さを一時忘れ楽しんでおられました。 (和太鼓水心会)

天邪鬼流和太鼓麗彩10周年記念コンサート

　７月14日(日)岐阜県大垣市で｢天邪鬼流和太鼓麗彩10周年記念

コンサート～調和～｣が開催されました。

　天邪鬼流和太鼓麗彩(岐阜)は女性２名の団体で、｢太鼓集団天

邪鬼｣(東京)の渡辺洋一氏を師事しています。両名とも１級公認

指導員で、講習会では基本講座講師として活躍されています。10

周年おめでとうございます。今後のさらなるご活躍を期待してお

ります。



7

事務局だより事務局だより

第７期公認指導員更新研修会欠席者(未更新者)の対応について
　2018年度は公認指導員の更新研修会が４回に亘り行われました。更新対象者217名の内､178名が更新を終了､

38名の欠席者の対応について､欠席の諸事情を勘案の上､塩見運営委員長と古屋技術委員長とで協議し､

以下の通り対応することが委員会にて承認されました。

○出席を免除し更新手続きを行う者

　１級公認指導員　２名　1-25田中誠一(米国)､1-31脇元勝己(鹿児島)

　２級公認指導員　５名　2-20高橋長悦(秋田)､2-21後藤浩一(長野)､2-29河野勇(埼玉)

　　　　　　　　　　　　2-30清原明子(埼玉)､2-40得能力知(石川)

　３級公認指導員　18名　3-10遠藤一子(岩手)､3-33及川賢一(岩手)､3-43阿部靖彦(岩手)､

　　　　　　　　　　　　3-64小山喜代子(埼玉)､3-86田中平一郎(佐賀)､3-89脇島猛憲(熊本)､

　　　　　　　　　　　　3-91甲斐伸一(宮崎)､3-108高橋弘悦(秋田)､3-109鈴木礼子(秋田)､

　　　　　　　　　　　　3-127斉藤さとみ(秋田)､3-143加藤修(神奈川)､3-169中島幸子(石川)､

　　　　　　　　　　　　3-170東出南弥子(石川)､3-179蓑輪真弥(宮崎)､3-204水尻俊一(青森)､

　　　　　　　　　　　　3-216佐藤司(三重)､3-222山本雄二(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)､3-229栄口ｶﾛﾘｰﾅ(ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ)

○降格とする者　２級公認指導員から３級公認指導員へ　１名　2-55山下実(長崎)

○資格停止とする者　２名　3-123藤原善浩(秋田)､3-225岡里茂(長野)

○資格喪失とする者　

　２級公認指導員　４名　2-5貫井武雄(千葉)､2-33辰巳彌(石川)､2-37北村吉則(石川)､

　　　　　　　　　　　　2-56今井冽(熊本) 

　３級公認指導員　６名　3-6岩井美知子(千葉)､3-32茅野英太郎(長野)､3-68仁見初江(千葉)､

　　　　　　　　　　　　3-113樋渡一隆(秋田)､3-115高橋あさ子(秋田)､3-131安宅春美(秋田)

第３回浅草太鼓祭
期日:2019年11月３日(日祝)　開演12:00　終演16:00予定

会場:隅田公園山谷堀広場(台東リバーサイドスポーツセンター脇)

　　 〒111-0024　東京都台東区今戸1-1-10　Tel.03-3872-3181

主催:浅草太鼓祭実行委員会　主管:関八州太鼓連合、日本太鼓財団東京都支部

協賛:公益財団法人日本太鼓財団　特別協賛:日本財団　特別協力:株式会社宮本卯之助商店

出演団体:23団体(14都道県)

　東京都太鼓連合合同チーム､石浜太鼓､待音連･猿若囃子､和太鼓鼓一､源流芝太鼓連､向島游神太皷､

　和太鼓大元鼓龍組､和太鼓水心会(以上東京)､旭川太鼓連盟(北海道)､會津田島太鼓保存会(福島)､

　本陣太鼓(茨城)､岩舟武蔵太鼓(栃木)､上州高山いぶき太鼓､上州榛東ふるさと太鼓会(以上群馬)､

　髙野右吉と秩父社中(埼玉)､太鼓衆楽～Ｒａｋｕ～(千葉)､創作和太鼓集団打鼓音(神奈川)､

　長野県太鼓連盟､信濃国松川響岳太鼓(以上長野)､天邪鬼流和太鼓麗彩(岐阜)､大治太鼓(愛知)､

　倉敷天領太鼓(岡山)､豊の国ゆふいん源流太鼓(大分)

第16回日本太鼓シニアコンクール
期日:2019年11月17日(日)　開演13:30　終演18:30予定

　　 ＊9:30～日本太鼓ジュニアコンクール石川県予選開催

会場:輪島市文化会館　〒928-0001 石川県輪島市河井町20部１番地１ Tel.0768-22-7666

主催:公益財団法人日本太鼓財団､公益社団法人石川県太鼓連盟､一般財団法人石川県芸術文化協会､

　　 北國新聞社

主管:日本太鼓財団石川県支部､北陸三県太鼓協会

後援:総務省､文化庁､石川県､石川県教育委員会､輪島市､輪島市教育委員会､輪島市文化協会､

　　 石川県漁業協同組合輪島支所､おおぞら農業協同組合､一般社団法人輪島市観光協会､

　　 輪島商工会議所､輪島ライオンズクラブ､輪島ロータリークラブ､一般社団法人輪島青年会議所､

　　 ホテルこうしゅうえん､テレビ金沢､北陸放送､エフエム石川

協力:株式会社浅野太鼓楽器店　協賛:日本財団

表彰:名人位(内閣総理大臣賞)､準名人(文部科学大臣賞)､特別賞など

出場団体:40組　◇団体:８団体(７都県)　◇個人:32名(13都道府県)

入場料:無料

入場料:無料
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第88回日本太鼓支部講習会(兵庫)
期日:2019年12月７･８日(土日) ＜お問合せ･申込先＞

会場:兵庫県立但馬文教府 日本太鼓財団兵庫県支部

　　 〒668-0056　兵庫県豊岡市妙楽寺41-1 事務局長　奥藤　啓

　　 Tel.078-985-4391 〒667-0133　兵庫県養父市畑1310

主催:日本太鼓財団兵庫県支部 Tel.079-664-0579　Fax.079-664-0827

総合指導　　　古屋　邦夫(技術委員会委員長) 携帯:090-2113-1480

４級基本講座　吉岡　賢次 ＊詳細は決まり次第当財団ホームページに掲載します

５級基本講座　松枝　明美

第89回日本太鼓支部講習会(岡山)
期日:2019年12月21･22日(土日) ＜お問合せ･申込先＞

会場:岡山市サウスヴィレッジ 日本太鼓財団岡山県支部

　　 〒709-1215　岡山県岡山市南区片岡2468 事務局長　中田　誠一

　　 Tel.086-362-5500 〒710-0022　岡山県倉敷市早高170-1

主催:日本太鼓財団岡山県支部 Tel.086-428-0566　Fax.086-428-0566

総合指導･５級基本講座　古屋　邦夫(技術委員会委員長) 携帯:090-4891-1438

＊詳細は決まり次第当財団ホームページに掲載します

公益財団法人　日本太鼓財団
〒105-0001　東京都港区虎ノ門1-11-2　日本財団第二ビル６階
Tel.03-6205-4377　Fax.03-6205-4378
URL:http://www.nippon-taiko.or.jp　Email:info@nippon-taiko.or.jp

2020年度助成金交付事業申請受付について
　2020年度助成金交付事業申請受付は、次の通りです。詳細は当財団ホームページを参照下さい。

対象期間:2020年４月より2021年３月までの間に実施する事業

申請締切:12月16日(月)　助成金額:１事業あたり上限20万円

＊詳細は、財団事務局･担当笠原(Tel.03-6205-4377)までお問合せ下さい。

第90回日本太鼓支部講習会(大分)
期日:2020年１月25･26日(土日) ＜お問合せ･申込先＞

会場:由布市自然体験学習施設 ゆふの丘プラザ 日本太鼓財団大分県支部

　　 〒879-5113　大分県由布市湯布院町川西1200-8 事務局長　安部　香織

　　 Tel.0977-85-2525 〒879-5506　大分県由布市挟間町挟間894-6

主催:日本太鼓財団大分県支部 携帯:090-4580-4691　Fax.097-583-1018

総合指導･５級基本講座　古屋  邦夫(技術委員会委員長)

＊詳細は決まり次第当財団ホームページに掲載します

ジュニアコンクール予選結果･推薦報告は11月末締切!!
　2020年３月22日(日)第22回日本太鼓ジュニアコンクールが愛知県名古屋市｢名古屋国際会議場センチュリー

ホール｣で開催されます。予選が終了した支部は予選実施報告書･出場団体推薦書を、予選を実施せず推薦

する支部は出場団体推薦書を、出場が決まった団体は出場申込書を、11月29日(金)までにそれぞれ提出して

下さい。課題曲は全団体が確定後、年内に一斉送付いたします。

　なお、支部のない地域(和歌山･滋賀･愛媛･高知･鳥取･山口)の近隣支部は該当地域へのお声掛けをお願い

いたします。出場を希望される団体は財団事務局･担当笠原(Tel.03-6205-4377)までご連絡下さい。


